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諸種「カノレチウム盤類ノ生白内輸入が家兎皮下綱状

織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能二及ボス影響二就テ

其3・乳酸「カルチウム」溶液ノ1回及ビ連綾注入試験

金澤讐科大學病理學敏室（杉山教授指導）

蓮  井  正  治

   漁∫妙飾∫〃ゴ

  （昭和14年9月12日受附）

内 容 抄 録

 諸種濃度ノ乳酸Ca溶液ヲ家兎耳静脈内二1回叉ハ

町回5回注入シ，其皮下綱状織内被細胞系ノ墨粒食喰

機能二二ボス影響ヲ時間的二検索シ，次ノ如キ成績ヲ

得タリ．

 ユ．4．5％1cc（絶封量O，0459） 1回注入二於テハ殆

ド影響ヲ認メズ，10％1cc及ビ4・5％5cc（絶封量0．1－

O・2259〕二於テハ4時聞後ハ機能最モ充進シ4・4％ヲ示

シ，48時間後封照二復ス。4．5％10cc及ビ10％5cc（絶

封量0。45－0．59）二於テハ4時間後ハ機能最モ充進シ

7・7％ヲ示シ，72時間後封照二復ス．10％10cc（絶封量

1・09）二於テハ4時間後ハ最高ニシテ10．9％ノ機能充

進ヲ示シ，其後多少ノ動揺ヲ示シテ96時間後勤照二復

セリ．

 2・4・5％2cc（絶封量0・099）ヲ1日エ特筆5日間連

綾注入シ，総量0，459二達スルモ男喰機能二野ド影響

ヲ野川ズ．10％3cc（絶封量0・39）ヲ1日1回宛5日間

連刷注入シ，総量ユ・59二達セル場合二野テハ，實肝胆

1日ノミ4．1％ノ機能充進ヲ示シ第2日乃至第5日間

ハ抑制的二作用スル傾向ヲ示ス．而シテ其後多少ノ動

揺ヲ示シ，實験第15日封照二復セリ．

 概シテ乳酸Ca溶液連償注入二於テハ「ブロームCa

溶液二於ケルが如キ比較的高度ノ機能九進叉ハ低下ヲ

示サズ．

    緒 言

第1章 實験材料及ビ實験方法
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緒

 余ハ嚢二種々ナル濃度ノCaBr2溶液ヲ家兎静

脈内二注入シ，其1回並ビ一連績注入二依ル皮

下網状織内被細胞系ノ墨粒薬喰機能＝及ボス影

響ヲ検索シ報告スル所アリタリ．今回主脳古書

内服治療上專ラ賞用セラル・乳酸Ca溶液ヲ家

兎耳静脈内二注入セパ皮下組織球ノ墨粒貧喰機

能＝如何ナル：影響アルヤヲ検索センFシ其1回

言

並ビニ密密注射ヲサシテ観察セリ．

 而シテ1回注射＝於テハ4－5％及ビ10％溶液

ヲ1cc，5cc及ビ10cc宛注入シ，連績注射＝於

テハ4．5％2cc及ビ10％3ccヲ1日1回5日聞

注入セリ．而シテ皮下組織球ノ墨粒貧喰機能並

ビニ細胞ノ形態痴愚化ヲ時間的同属索セルラ以

テ妓二報告スル所アラントス．

第1章 實駿材料及ヒ實験方法

 1，無感動物

 2駈内外ノ成熟家兎ヲ選ビ購入後数日間一定食二飼

育シ其健康ナルヲ確メタル後市塵口供セリ．

 2・乳酸Ca溶液注射及ピ皮下組織探取

 武田製乳酸Caヲ使用シ，用二臨ミ4・5％，10％ナル

溶液トナシ，蒸氣消毒器内ニテ滅菌消毒シテ實験二供

セリ．乳酸Ca溶液注入ハ静脈内注入トシ，其注入回

数ハ1回又ハ1日1回宛5目聞二亘リ連績注射ヲ行ヘ
リ．

 皮下組織探取ハ1回注射ヲナセル家兎二心テハCa

溶液注入後4，8，24，48，72，96時間等Ca溶液注入ニ

ヨル影響ノ消失スル電着行シ，連騰注射ヲナセル家兎

二於テハ毎注射直前二行フコトトシ，注射ヲ綴績セル

間八毎日1回小心取シ注射中止後ハ2日乃至3日ノ間

隔ヲ置イテ行フコト・セリ．

 3．墨粒負1喰試験薯去

 第1報二詳述セルモ大略ヲ記セパ次ノ如シ．先ヅ動

物塁上二家兎ヲ固定シ背部ヨリ皮下組織ノ小片ヲ小

智，有鉤騙子ヲ以テ手早ク採取シ，Ringer前面ヲ盛

 リタル小「シャーレJ二入レ：採毛墨汁ヲ入レタル小「シ

ャーレJ二移シ，注射器ヲ用ヒテ墨汁ヲ組織内二恩遍

ナク注入シ，2時間艀竈器中二放置ス．次デ1時間

”「ノイトラール赤超生鵬染色ヲ施シ…欠ニー部ヲ切り取

り油玉装置ノ下二鏡検シ，組織球ノ添髪貧喰程度ヲ算

定セリ．

 4．李均貧喰度ノ算出

 皮下組織球ノ卒均貧喰度ヲ決定スルニハ毎常100個

 ノ該細胞二就キ幽晦負喰ノ有無ヲ検シ，貧喰ノ程度二

幅リ「一」「±」「十」「什」「柵」ノ5種二分チ「一」ニハ0

ヲ，「士」ニハ1ヲ，「十」ニノ、2ヲ， 「十十jニノ、3ヲ，

「柵」ニハ4ナル数値ヲ奥ヘテ各細胞ノ忍事程度ヲ表ス

コト・シ，皮下組織球100個ノ貧民度ノ総和ヲ100ヲ以

テ除シタル商ヲ平均漆喰度トセリ。

第2章實 駿 成 績

   第；1節 孚L酸lCa溶液1回注入試験

 第1項4・5％乳酸Ca溶液1回注入成績

 4・5％乳酸Ca溶液1回注入成績ハ：第1表乃至

第9表並ビニ第1圖二審セルが如シ．

 4・5％乳酸Ca溶液1cc（縄封量0．0459）注入二

於テ第1號家兎ハ注入4時閻乃至8時間後＝於

テハ殆ド攣化ヲ認メズ．注入24時間後＝於テハ

僅ノ機能低下ヲ示シ，注入48時間後二於テハ極

メテ僅ノ機能充進ヲ示スニ過ギズ．

 第2號家兎二曲テモ注入4時聞後影蚕卵ヲ認

メズ，8時間乃至24時聞後二僅二機能充進ヲ示

シ，48時間後ハ僅二機能低下ヲ示シ，72時直後

封照二復セリ．

 帥チ上記2例二依リ45％1cc乳酸Ca溶液注

入ノ家兎皮下網1伏織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能

二及ボス影響ヲ観ルニ注入4時聞後＝ハ攣化ヲ

認メズ，8時闇後ハ僅二機能充進ノ傾向ヲ示

シ，24時間後ハ当撫1二復セリ．
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 4．5％乳酸Ca溶液5cc（紹樹量0・225g）注入二

於テ第3號家兎ハ注入4時聞後ハ著シク機能充

進ヲ示シ封1照貧二度1．07ハ1．16二増加シ8．4％

ノ充進ヲ示ス．8時聞福二於テモ伺2．8％ノ機能

充進ヲ示シ24時間後ハ略塁撫｛二才ク48時間後ハ

僅二機能充進ヲ示シ72時間後当寸照二復セリ．

 第4號家兎二於テハ注入4時間後門於テハ攣

化ナク8時間後ハ機能最モ本国シ封十項十度

1．08ハ1．17二増加シ8．3％ノ機能充当ヲ示ス．

24時間後ハ斐寸照ニー＾致シ48時聞後ハ3．7％ノ機

能充進ヲ示シ72時聞後ハ封照二近似セリ．

 第5號家兎二三テ注入4時聞後ハ3．6％ノ機

能充進ヲ示シ，8時間後ハ僅二機能低下ヲ示シ

24時間後ハ略封照二近ク，48時聞乃至72時聞後

二於テモ僅二機能低下ヲ示セリ．

 上記3例二依リ4．5％5cc乳酸Ca溶液注入ノ

家兎皮下網ナ伏織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能＝及

ボス影響ヲ観ルニ注入4時闇後二二テハ4．0％

ノ機能充進ヲ示シ，8時間後モ’尚3．1％ノ二進

ヲ保チ24－48時間後高照二復セリ．

 4．5％乳酸Ca溶液10cc（維封量0．459＞注入二

於テ第6號家兎ハ注入4時間無二於テハ機能面

モ充進シ謝照貧喰度LO7ハ1．15二増加シ75％

ノ機能充進ヲ示ス．8時闇後ハ略封照二近ク24

時間後ハ僅二機能充進ヲ示シ，48時間後ハ2．8％

ノ充進ヲ示シ72時間後ハ封照二復セリ．

 第7酒家兎ハ注入4時間十二於テ機能最モ充

進シ封1照：貧喰度1．05ノ、1．12二増加シ6．7％ノ機

能充進ヲ示ス．8時聞後ハ略封照二近ク24時間

後ハ2・8％ノ機能充進ヲ示シ48時間後ハ4．8％ノ

充進ヲ，72時聞後モ伺僅二機能充進ヲ示セリ．

 第8號家兎ハ注入4時聞後：於テ機能最モ充

進シ封建貧廉恥1．10ハ1．23二増加シ11．8％ノ

機能丁丁ヲ示ス．24時聞後ハ3．6％ノ充進ヲ，

48時間後モ樹僅二機能充進ヲ示シ72時聞後ハ封

照二復セリ．

 上記3例＝依り4．5％10cc乳酸Ca溶液注入

ノ家兎皮下網状織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能二

及ボス影響ヲ観ルニ注入4時間後二於テ機能最

モ充進シ8．7％ヲ示ス．8時間後ハ略封照二近

ク24時間後面2．8％ノ機能充進ヲ，48時闇後ハ

3．1％ノ充進ヲ示シ72時聞後高雌二近似セリ．

 細胞ノ形態ニハ攣化ヲ忌門ズ．

  第1表  皮下組織球高話面喰試験成績

第1號家兎 乳酸カルチウム4・5％1cc 1回注射 183096

 棚経

 射

 後過

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞

数

 100

 100

 100

 100

 100
1 ioo

貧 喰 度 李 封ル度 封ル度増 モン

一 ± 十 什 辮

均貧 照李百二均分 照二百二二均分

麺
喰 旧派率 封貧i率 1

0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

0 95 5 0 0 1．05 100．0 0 0

0 95 5 0 0 1．05 100．0 0 0

0 94 6 0 0 1．06 100．9 十 〇．9 0

0 97 3 0 0 1．03 98．1 一 1．9 0

0 93 7 0 0 1．07 101．9 十 1．9 0

0 95 5 0 0 1．05 100．0 0 0
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   第2表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第2號家兎 乳酸カルチウム4．5％1cc 1回注射 210098

三二 観 貧 喰 度 卒 封ル度 封ル六一 モン

射

察細

一 ± 十 什 柵

均貧 照門百二均分 照李百一二均分

翅
胞 喰 封貧i率 射貧率 1

後面 数 0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

封  照
i注射前）

100 0 90 10 0 0 1．10 100．0 0 0 1

4 100 0 90 10 0 0 1．10 100．0 0 0

8 100 0 88 12 0 0 1．12 101．8 十1．8 0

24 100 0 88 12 0 0 1．12 101．8 十1．8 1

48 100 0 92 8 0 0 1．08 98．2 一 1．8 0

72 100 0 91 9 0 0 1．09 99．1 一 〇．9 0

   第3表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第3號家兎 乳酸カルチウム4・5％5cc 1回注射 19909♂

注経

射

後面．

i封  照
（注身揃）

 4

 8

24

48

．72

観
察
細
胞
数

100

100

100

100

100

100

o

o

o

o

o

o

o

貧 喰 度 李 封ル度 封ル度増 モソ

± ＋1 十十 柵

均貧 照卒百二均分 照三百滅二均分

廻
喰 封貧率 封貧率 1

1 2 3 4 1度 ス喰 ス喰ノ テ

’93 7 0 0 1．07 100．0 0 0

85 14 1 0 1．16 108．4 十8．4 2

90 10 0 0 ユ．10 102．8 十2．8 0

92 8 0 0 1．08 100．9 十〇．9 2

91 9 0 0 1．09 101．9 十 19 0

92 8 0 、0 lto8 100．9 十〇．9 0

   第4表  皮下組織球墨粒上官試験成績

第4號家兎 乳酸カルチウム4・5％5cc 1回注射 2000g♂

注正

射

後過

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞
数

100

100

100

100

100

100

o

o

o

o

o

o

o

貧 二 度 ZF i封ル度封ル度増モソ

± 十 骨 柵

均貧喰 国警百二均分

封n率

旧卒内減二均分

封n率

421

1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

92 8 0 0 1．08 100．0 0 0

92 8 0 0 1．08 ユ00．0 0 0

85 13 2 0 1．17 108．3 十8．3 1

92 8 0 0 1．08 100．0 0 0

88 12 ．0 0 1．12 103．7 十3．7 0

91 9 0 0 1．09 100．9 十〇．9 0
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   第5表  皮下組織球一粒貧血試験成績

第5號家兎 乳酸カルチウム4．5％5cc 1回注射 20309♂

注経 観 1 貧 喰 度 李 封ル度
封ル二二［モン

射

四面

脚 ± 十 什 柵

終曲 照李百二均分 照二百滅二均分

廻
胞 ’ 喰 封貧率 封貧率 1

後過 数 0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

封  照
i注射前）

100 0 91 8 1 0 1．10 100．0 0 0

4 100 0 88 19 2 0 1．14 103．6 十3．6 0

8 1001 0 92 8 0 0 1．08 98．2 一 L8 0

：24 100 3 86 10 1 0 ユ．09 99．1 一 α9 0

48 100 0 92 8 0 0 1．08 98．2 一 1．8 0

72 100 0 Ig2 8 0 0 1．08 98．2 ＿ 1．8 0

   第6表  皮下組織球一粒貧喰試験成績

第6號家兎 乳酸カルチウム4．5％10cc 1回注射 19009♂

 三二

 射

 後下

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞
数

100

100

100

100

100

100

o

o
o

o

o

o

o

貧 喰 度 亭 封ル度樹ル二丁 モソセ

＝ヒ 1 十 昔 辮．

均貧 照李百二均分 照門百砂色均分

勉
喰 三二1率 三三…率 1

1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

93 7 0 0 1．07 100』 0 0

96 13 1 0 1．15 107．5 十7．5 0

92 8 0 0 1．08 100．9 十〇．9 0

91 9 0 0 1．09 ・101．9 十 1．9 0

90 10 0 0 1．10 102．8 十 2．8 3

92 8 0 0 1．08 100．9 十〇．9 0

   第7表  皮下組織球墨三彩喰試験成績

第7號家兎 乳酸カルチウム4・5％10cc 1回注射 210096

注経 観

射

察細胞

一

後過 数 0

封  照
i注射前）

100 0

4 100 0

8 100 3

24 100 0

48 100 0

72 ， 100 0

96 ユ00 0

食

±

1

95

88

91

92

90

93

96

二

十

2

5

12

3

8

10

7

4

3

o

o

3

0

0

0

0

度

柵

’4

o

o

o

o

o

o

o

均
争
乱
度

1．05

1．12

1．06

1，08

1，10

1．07

1．04

封ル度
一挙百
＝均分
窮鼠率
ス喰

100．0

106．7

100，9

102，8

104．8

TOI．9

99．0

封ル度増
照李百割
白均分
封貧…率

ス喰ノ

  o

十 6．7

十 O．9

十 2．8

十 4．8

十 1．9

一一・ 1．0

モソ

麺
要

o

o

o

o

o

o

1
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  第8表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第8號家兎 乳酸カルチウム4・5％10cc 1回注射 19709♂

貧   喰   度注経

ﾋ後添

襯察細胞数

一
：±：

十 什 柵

卒均面喰度 罷翌封ス，

0 1 2 3 4

封  照
i注射前）4

Q4

S8

V2

100

P00

P00

P00

P00

00000

90

V9

W6

W8

W9

10

P9

P4

P2

P1

02000 00000

1．10

P．23

P．14

P．12

P．11

11111

封ル度
照李・百

二均分
刷新率
ス喰

100．0 ．

111．8

103．6

101，8

100．9

封ル度増
照4s百減
二均分
封負率
ス喰ノ

 o
十 11．8

十 3．6

十 1．8

十 ・ O．9

モソ

紙
燈

o

o

l

o

o

第9表  4．5％乳酸Ca溶液1回注入實験成績ノ総括

乳酸Ca
n液濃度
@（％）

注入
t量
icc）

乳酸Ca
笊風ﾊ

i9）

二二平均二三度二二スル
S分率ノ増（＋）減（一）

4時間後 8時間後 24時間後 48時間後 72時聞後

1〃

0，045

V

00 十〇．9

¥ 1．8

一 1．9

¥ 1．8

十 1．9

| 1．8

  0

|0．9

概 略 李 均 ・ト万一…1＋…トα5
4．5

1！

t1

5

11

tl

O．225

1／

tl

十 8．4

 0
十 3．6

十 2．8

十 8．3

一 1．8

十 O．9

 0
一一一 O．9

十 1，9

十 3．7

一 18

十 O．9

十 O．9

－d． 一 P．8

概略李均！＋側＋呵 。 i＋ i．i 1， o

4．5

t1

11

10

11

11

O．45

11

tl

十 7．5

十 6．7

十 11．8

十 O．9

十 O．9

．

十 1．9

十 2．8

十 3．6

十 2．8

十 4．8

十 1．8

十 O．9

十 1．9

十 O．9

概略白白1＋8・7＋・・9 1＋2・8i＋3・・1＋・・2

  第2項10％乳酸Ca溶液1回注入成績
 10％’乳酸Ca溶液1回注入成績二巴10表乃至

第18表並ビニ第2囲二示セルが如シ．

 10％乳酸Ca溶液1cc（維封量0．lg）注入二上

テ第9號家兎ハ注入4時間後二一テ機能最モ北

進ヲ示シ，封照貧喰度1．04ハ1．IO二増加シ5，8

。％ノ機能充進ヲ示セリ．8時闇後＝＝於テモ2．9

％ノ’充進ヲ示シ24一問後ハ却ツテー3．8％ノ機

能低下ヲ示シ，48時間乃至72時南島一封照二復

セリ．

 第10號家兎ハ注入4時闇後＝於テ機能最モ充

進シ￥・t照貧喰度1．05ハL10二増加シ4．8％ノ機

能充進ヲ示シ8時間後モ白白二機能充進ヲ保チ

24時十二ハ却ツ二二機能低下ヲ示シ72時聞後ハ

封照二復セリ．

 第11號家兎ハ注入4時闇後戸3．8％ノ機能充

進ヲ示シ8時間後＝於テ毛術一二充進ヲ保チ24

時聞後口却ツテ僅二機能低下ヲ示シ48時間後ハ

2．8％ノ機能門葉ヲ示シ72時聞後ハ肇撫｛二近似

七リ。

 上記3例＝依り10％1cc乳酸Ca溶液1回注

入ノ家兎皮下網歌織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能

ヲ観ルs注入4時間後＝於テハ機能最モ充進シ

4．8％ヲ示ス．8時間後モ尚2．2％ノ充進ヲ保チ

g 131 r
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24時間後ハ却ツテ2・5％ノ機能低下ヲ示セリ．

而シテ48時闇乃至72時聞後ハ封照二復セリ．

 10％乳酸Ca溶液5cc（経酒量059）注入二於

テ第12號家兎ハ注入4時間後ハ機能最モ三一シ

i封1照：貧喰：度11．04ノ、1．12二増加シ7・7％ノ機能充

進ヲ示ス．8時聞後引却ツテ機能低下（一3．8％）

ヲ示シ24時間乃至48時間後ハ僅二機能充進ヲ示

ス．

 第13號家兎ハ注入4時三后二於テ機能最モ充

進シ封照貧喰度1．05ハ1．10二増力ロシ4．8％ノ山岡

ヲ示セリ．8時間後ハ却ツ『テ機能低下（一一3．8％）

ヲ示シ24時間後ハ略封照二近ク，48時聞後浄再

ビ機能充進（2．8％）ヲ示シ72時間後ハ封照二復

セリ．

 第14號家兎ハ注入8時間後二於テ3．7％ノ充

進ヲ示シ，24時聞後二於テハ機能最モ充進シ封

照貧富度1．09ハ1．19二増加シ9．2％ノ機能腰上

ヲ示セリ．48時聞懸隔於テモ街2・7％ノ累進ヲ

保チ72－96時間無封照二復セリ．

 上記3例＝依り10％5cc孚L酸Ca溶液1回注

入ノ家兎皮下網1伏織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能

ヲ観ルニ注入4時闇汁二於テハ機能最：モ充進シ

6・3％ヲ示ス．8時聞後ハ却ツテ僅二機能低下

ヲ示シ24時間後ハ再ビ機能充進（3・3％）ヲ示ス．

48時間後モ伺2．3％ノ二進ヲ保チ72時聞後ハ封

照二復セリ．

 10％乳酸Ca溶液10cc（経封：量1・09）注入二於

テ第15號家兎ハ注入4時闇汁ハ機能最モ充進シ

封照：貧丁度1．06ノ、1．20二増力nシ14・3％ノブ亡進ヲ

示セリ．8時間後＝於テモ6．7％ノ充進ヲ示シ

24時間後二上ク封照日ー致シ48時聞後ハ再ビ機

能充進シ6．7％ヲ示ス．而シテ72時聞一96時闇

歩一封事二近似セリ．

 第16號家兎二歩テ注入4時闇同一機能最モ充

進シ影画貧即戦1．07ハ1．15二増加シ7・5％ノ機

能充進ヲ示セリ．8時闇後二於テモ伺僅二充進

ヲ保チ24時間後ハ略封照二近ク，48時聞後ハ再

ビ2．8％ノ充進ヲ示シ72－96時間後ハ封照二復

セリ．

 上記2例二依リ10％10cc乳酸Ca溶液1回
注入ノ家兎皮下網歌織内被細胞系ノ：墨粒：貧喰機

能ヲ観ルニ注入4時聞九二於テハ機能充進最：モ

顯著ニシテ10．9％ヲ示セリ．8時尺断世羅テモ

樹4．3％ノ累進ヲ保チ24時間後ハ略i監ナ照二近似

セリ。而シテ48時間後ハ再ビ4．8％ノ充進ヲ示

シ96時間後i封照二復セリ．

 細胞ノ形態ニハ攣化ヲ認メズ．

   第io表  皮下組織球墨暦世喰試験成績

第『9號家兎 乳酸カルチウム 10％1cc 1回注射 19309ε

注高

射

漉過

樹  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞
数

100

100

100

10G

100

100

貧 二 度

o

o

o

o

o

o

o

＝ヒ

1

96

90

93

100

97

97

十

2

4

10

7

0

3

3

3

o

o

o

o

o

o

十H

4

o

o

o

o

o

o

均
貧
一
度

1．04

1．10

1．07

1．OO

1．03’

1．03

封ル度
照李百
二均分
封貧率
ス喰

100．0

105．8

102．9

96．2

99．0

99．0

封ル度増
照李百減
二回分
三食率
ス喰ノ

 o
十 5．8

十 2．9

一 3．8

一一 1．0

一一 1．0

モソ

二
二

o

o

o

o

l

o
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   第11表  皮下組織球墨粒貧喰試験髄質

第10號家兎 乳酸カルチウム 10％1cc 1回注射 198096

注経

射

爆過

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞
激

100

100

100

100

100

100

貧 六 度

o

o

o

o

o

o

o

±

1

95

90

93

97

96

95

十

2

5

10

7

3

4

5

3

o

o

o

o

o

o

冊

4

o

o

o

o

o

o

均
馬
喰
度

1．05

ユ．10

ユ．07

1．03

1．04

1．05

封ル度
二二百
二均分
寸寸率
ス喰

100．0

104，8

10ユ．9

98．1

99．0

100．0

封ル度増
照李二丁
二均分
封負…率

ス喰ノ

  o

十 4．8

十 1．9

一 1．9

一一 1．O

  o

モソ

4産

嘉

0

2

0

0

0

0

   第12表  皮下組織球墨粒下和試験成績

第11號家兎乳酸カルテ、ウム ユ0％1cc 1回注射 205096

注経

射

後過

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞
数

100

100

100

100

100

100

貧 者 度

o

o

o

o

o

o

o

±

1

93

89

91

95

90

92

十

2

7

11

9

5

10

8

3

o

o

o

o

o

o

柵

4

o

o

o

o

e

o

均
田
丁
度

1．07

1．11

1．09

1．05

1．10

1．08

封ル度
二二百
二均分
封貧率
ス喰

100．0

103．7

101．9

98．1

102．8

100．9

封ル心配
照牢二丁
二均分
封貧率
ス喰ノ

  o

十 3．7

十 1．9

一一 1．9

十 28

十 O．9

モソ

勉
嘉

o

o

o

o

o

o

   第13表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第12上家兎 乳酸カルチウム 10％5cc 1回注射 19009δ

注経

射

後過

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

観
察
細
胞’

数

100

100

100

ユ00

100

100

o

o

o

o

o

o

o

貧 喰 度 牢 封ル度 封ル度増 モソ

士 十 什 柑・

均貧 照卒百二均分 照牛百二二均分

4互

喰 門門率 封寸寸 i

1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

96 4 0 0 1．04 100．0 0 0

88 12 0 0 1．12 107．7 十7．7 0

100 0 0 0 1．00 96．2 一 3．8 2

95 5 0 0 1．05 101．0 十 1．0 0

95 5 0 0 1．05 101．0 十1．0 0

97 3 0 0 1．03 99．0 一 1．0 0
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   第14表  皮下組織球墨粒土質試験成績

第13號家兎 乳酸カルチウム 10％5cc 1回注射 19209♂

三見 観 貧 喰 度 牛 封ル度 封ル心配 モソ

射

二陣

一 ± 十 畳 柵

均貧 照平百二均分 照卒百二二均分 42
胞 喰 封貧傘 封禽率

！

晶晶 数 0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

封  照
i注射前）

100 0 95 5 0 0 1．05 100．0 0 0

4 ’100 0 90 10 0 0 1．10 104．8 十4．8 0

8 100 0 99 1 0 0 1．01 96．2 一 3．8 0

24 100 0 94 6 0 0 1．06 100．9 十〇．9 0

48 100 0 92 8 0 0 1．08 102．8 十 2．8 0

72 100 0 95 5 0 0 1．05 100．0 0 0

   第15表  皮下組織球墨粒下酒試験成績

第14號家兎 乳酸カルチウム 】0％5cc 1回注射 20509♂

注経 観 貧 喰 度 尋 封ル度 封ル度増 モソ

射

察細

蝋 ± 十 卦 柵

均貧 一閃百二均分 照三百滅二均分

翅
胞 喰 射貧率 封貧率 1

四過 撒 0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

射  照
i注射前）

100 0 91 9 0
、0

1．09 100．0 0 0

8 100 0 87 13 0 0 ユ．13 103．7 十3．7 0

24 100 0 83 15 2 0 1．19 109．2 十9．2 0

48 100 0 88 12 0 0 1．12 102．7 十2．7 0

72 100 0 90 10 0 0 1．10 100．9 十〇．9 1

96 100 0 90 10 0 0 1．10 100．9 1十 〇9 0

   第16表  皮下一往球墨粒貧喰試験成績

第15號家兎 乳酸カルチウム 10％10cc 1回注射 215096

 三見

 射

 後高

封  照
（注射前）

4

8

24

48

72

96

観
察
細
胞
数

100

100

100

100

100

100

100

  食

一軸
O（1
o

o

o

o

o

o

o

94 ，

83

90

94

90

93

93

喰

十

2

6

14

10

6

10

7

7

3

0

3

0

0

0

0

0

度 李 封ル度 封ル度増 モン

一旦
均負 照李百二均分 照三百減二均分

4璽

一
喰 封負率 封貧率 1

4 度 ス喰 ス喰ノ テ

0 1．06 10α0 0 0

0 1．20 114．3 十14．3 0

0 1．10 106．7 十 6．7 3

0 1．06 100．0 0 0

0 1．10 106．7 十6．7 0

0 1．07 101．9 十 1．9 0

0 1．07 101．9 十1．9 1
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   第17表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第16號家兎 乳酸カルチウム 10％10cc 1回注射200096

注経 観 貧 喰 度 李 封ル度 封ル度増 モソ

射

察細

一 土 十 什 帯

均貧 照卒百二回分 照干百減二均分

翅
胞 喰 封貧率 封負率 1

後駆 数 0 1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

封  照
i注射前）

100 0 93 7 0 0 1．07 100．0 0 0

4 100 0 85 15 0 0 1．15 107．5 十7．5 1

8 100 0 91 9 0 0 1．09 1019 十1．9 0

24 100 0 92 8 0 0 1．08 100．9 十〇．9 0

48 100 OI 90 10 0 0 1．10 102．8 十2．8 0

72 100 0 92 8 0 0 1．08 100．9 十〇9 3

96 100 0 93 7 0 0 1．07 100．0 0 0

第18表  10％乳酸Ca溶液1回注入實験成績ノ総括

乳酸Ca
溶液濃度
 （o／o）

10

ff

t1

10

11

11

10

tl

注入液量

（cc）

1

tl

t／

乳酸Ca
絶丁丁

（g）

概 略 李 均

5

tl

tl

O．1

1t

1／

概 略 季 均

10

11

概 略 平 均

O．5

11

1／

1．0

11

十 5．8

十 4．8

十 3．7

十 7，7

十 4，8

．

十 14．3

十 7．5

十 2．9

十 1．9

十 1．9

一 3．8

一一 3．8

十 3．7

十 6．7

十 1．9

二一スル百分率ノ蝋＋）減（一）

4時間後瞬醐72時醐96時間後

一3．8

| 1．9

| 1．9

一 1．0

| 1．0

¥2．8

一一
P．0

@0
¥〇．9

一a5 P＋α31一α・1

十 1．0

¥〇．9 遭

¥9．2

十 1．0

¥2．8

¥2．7

一 1．0

@0
¥〇、9 十〇．9

＋＆31＋23トα・1＋α9

 0
¥〇．9

十6．7

¥2．8

十1．9

¥〇・9

十1．9

@0
＋α5ト48トL41＋上・

   第2節 乳酸Ca溶液連績注入成績

 第1項4．5％乳酸Ca溶液連綾注入成績

 4．5％孚L酸Ca溶液2cc（繕1封：量0・099）ヲ1日

1回宛5日間連績注入シ総量0・459ム達セル場

合場合＝於ケル家兎皮下網歌織内被細胞系ノ墨

粒貧喰機二十ボス影響ハハ第19表台ビ第20表並

ビニ第3圖＝示セルが如シ．

 第17號家兎二二テ第1日目及ビ第2日目二二

テハ殆ド攣化ヲ認メズ第3日目ニ鯉山2．8％ノ

機能低下ヲ示ス．第4，第5及ビ第7日目＝於

テモ殆ド攣化ヲ認メズ第9日目ニハー2．8％ノ

機能低下ヲ示セリ．而シテ第12日目及ビ第15日

目二丁テモ殆ド憂化ヲ回訓ザリキ．

 第；18號家兎二於テ一二1日目乃至第9日目＝

於テ百出ド攣化ヲ認メズ．第12日目二於テノミ

2．8％ノ機能三二ヲ示シ第15日目ニハ封照＝復

セリ．

 上記2例二依リ4．5％乳酸Ca溶液2ccヲ1日

1回宛5日間三二注入セル場合ノ家兎皮下網歌

織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能二及ボス影響ヲ観

ルニ第1日目乃至第7日目二於テハ殆ド攣化

ヲ認メズ．只第9日目二於テハ僅二機能低下
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（一1．9％）ヲ示シ第12日目ニハ僅二機能充進ヲ

示セリ．而シテ第15日目ニハi封照二復セリ．帥

チ本實験二於テハ殆ド影響ヲ応仁ズ．

   第19表  皮下組織球墨粒貧喰：試験成績

第17號家兎 乳酸カルチウム4．5％2cc連績注射 19509♂

経 4石溶 観
過日 ％液

羽克
_射

察細胞

一噛

数 Ca 数 0

封  照
ｩ射前）

2cc 100 0

1 2〃 〃 0

2 2〃 〃 0

3 2〃 〃 0

4 2〃 〃 0

5 〃 0

7 〃 0

9 〃 0

12 〃 0

15 〃 0

負

土

1

92

93

92

95

92

91

92

95

92

91

喰

十

2

8

7

8

5

8

9

8

5

8

9

3

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

度

4

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

均
貧
喰
度

1．08

1．07

1．08

1．05

1．08

1．09

ヱ．08

1，05

1．08

1．09

封ル度
照牛百
二均分
封食率
ス喰

ユ00．0

99．1

100．0

97．2

100．0

100．9

1eo．0

97．2

100．0

100．9

照孚百減
二均分
封貧率
ス喰ノ

vasル輯モソ

  o

一 O．9

  0

・一一 2．8

  0

十 O，9

  0

一 2．8

  0

十 O．9

麺
’

o

o

o

l

o

l

o

o

o

o

   第20表  皮下組織球墨粒貧喰試験成績

第18號家兎 乳酸カルチウム’4・5％2cc 蓮績注射 19709♂

 経
 過
 日

封  照
（注射前）

1

2

3

4

5

7

9

12

15

4，5溶

％液
乳注
’酸射
Ca

2cc

2ri

2t／

2tl

2“

観
察
細
胞
撒

100

1！

r／

1／

1／

11

11

1！

1／

1！

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

負 喰 度 李 融度 1封ル度増
モソ

土 十 什 柵

均貧 照準百二均分 照牢百減二均分

勉
喰 封負率 封負率 1

1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

94 6 0 0 1．06 100．0 0 1

95 5 0 0 1．05 9～λ0 一 1，0 0

93 7 0 0 1．07 100．9 十〇．9 0

93 7 0 0 1．07 1009 十〇．9 0

94 6 0 0 1．06 100．0 0 0

94 6 0 0 1．06 100．0 0 0

94 6 0 0 1．06 100．0 0 0

95 5 0 0 1．05 990 ＿ 1．0 1

91 9 0 0 1．09 102．8 十鼠8 0

94 6 0 0 1．06 100．0 0 0

  第2項10％乳酸Ca溶液連績注入成績

 10％孚L酸Ca溶液3cc（縄封量0．39）ヲ1日1

回宛5日間連績注入シ総：量1．59二達セル場合二

於ケル家兎皮下網状織内被細胞系ノ墨粒貧喰機

能二及ボス影響ハ第21表乃至第23表並ビニ第3

圖二示セルガ如シ．

 第19號家兎二於テ第；1日目二於テハ3．6％ノ

機能充進ヲ示シ，第2日及ビ第3日目ニハ2．7

％ノ充進ヲ示シ，第4日目一＝於テハ3．6％ノ充

進ヲ示シ第5日目（最：絡注入後24時間目）ニハ全

ク封照ニー致セリ．而シテ第7日目ニハ充進ノ

傾向ヲ示シ第9日目＝ハ2，7％ノ機能充進ヲ示
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シ第12日目ニハ謝照二復セリ．

 第20號家兎二一テ實験第1日目ハ機能最モ’充

進シ封照貧喰度1．10ハ1・15二増加シ4．5％ノ機

能充進ヲ示セリ．第2日，第3日及ビ第4日目

二於テハ僅二機能低下ヲ示シ，實験第5日（最

終注入後24時聞目）ニハ略封照二近ク，第7日

目ヨリ僅二機能充進ヲ示シ，第9日目ニハ2．7

％ノ尤進ヲ第12日目ニハ3．6％ノ充進ヲ示シ，

第15日目ニ官民照二復セリ．

 上記2例＝依り10％乳酸Ca溶液3ccヲ1日

1回宛5日聞連績注入セル場合ノ家兎皮下網朕

織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能二及ボス影響ヲ

襯ルニ第1日目ニハ機能最モ充進シ4．1％ヲ示

ス．第2日及ビ第3日目ニハ略樹II二二近ク，第

4日目＝ハ僅二機能充進ヲ示シ，第5日（最絡

注入後24時間目）ニ洋上照二近似セリ．第7日

目ヨリ僅二機能充進ノ傾向ヲ示シ第9日目＝ハ

2．7％ノ千進ヲ示ス．而シテ第15日一封｝｛餐二復

セリ．

 細胞ノ形態ニハ攣化ヲ認メズ．

   第21表  皮下組織球門門門門試験成績

第19號家兎 孚L酸カルチウム 10％3cc 連綴注射 18109♂

 経
 過
 日
 数

回  照
（注射前）

1

2

3

4

5

7

9

12

10溶
％液
孚L注
酸射
Ca

3cc

3t！

311

3t！

3r／

観
察
細
胞
数

100

11

1！

tl

ll

t1

1！

1／

1／

o

o

o

o

o

o

o

o

o

o

負 喰 度 李 封ル度 封ル度噌 モソ

± 十 什 柵

均貧 照門百二均分 照李百減二均分

麺
喰 劉貧率 封二面 1

1 2 3 4 度 ス喰 ス喰ノ テ

89 11 0 0 1．11 100．0 0 0

87 11 2 0 1．15 103．6 十3．6 0

86 14 0 0 1．14 102．7 十2．7 0

86 14 0 0 1．14 102．7 十2．7 2

86 13 1 0 1．15 103．6 十 3．6 0

89 11 0 0 1．11 100．0 0 0

88 12 0 0 1．12 100．9 十 〇．9 0

86 14 0 0 1．14 102．7 十2‘7噛 0

89 11 0 0 1．11 100．0 0 2

   第22表  皮下組織球墨粒門門試験成績

第20號家兎 乳酸カルチウム 10％3cc連横注射 202096

食   喰   度経過日数

10溶
悼t
J注_射Ca

観察細胞数

翻 ± 十 朴 柵

卒均貧二度

封ル度
ﾆ平百二均分

O門率ス喰

封ル度増
ﾆ亭百減量均分

封於ｦス喰ノ

モソ
U嘉

0 1 2 ’3 4

封  照
i注射前） 1

@2
@3
@4
@5
@7
@9
@12
@15

3cc

R〃

R〃

R〃

R〃

100
0000000000

90

W6

X1

X2

X1

W9

W8

W7

W7

X0

10

P3

0100000010 0000000000

1．10

P．15

P．09

?D08

z．09

P．11

P．12

P．13

P．14

P．10

100．0

P04．5

X9．1

X8．2

X9．1

P00．9

P01．8

P02．7

P03．6

P00．0

  0

¥ 4．5

| 0ご9

| 1．8

| 0．9

¥ 〇．9

¥ 1．8

¥ 2．7

¥3．6
@ 0

0000030000
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第3章 實験成績ノ総括及ビ考按

 家兎耳静脈内二4．5％及ビ10％ノ乳酸Ca溶液

ヲ諸種ノ量二1回叉ハ連績5回注入シ其皮下網

歌織内被細胞系ノ墨粒貧喰機能＝及ボズ：影響二

就テ槍索セル成績ヲ絡括スル口次ノ如シ．

 1回注入實験ノ成績ハ次ノ如シ（第23表，第

1圓並ビニ第2圖参照）．

 4．5％1cc（維封量0．0459）注入二於テハ：墨粒食

喰機能＝ハ殆ド攣化ヲ認メズ唾8時聞道二於テ

僅二機能充進ノ傾向ヲ示スモ24時間後ハ樹照二

復セリ．4．5％5cc（縄封量0．2259）二才テハ4時

闇後ハ：最高ニシテ4・0％ノ機能功臣ヲ示シ，8

時間後モ術3．1％ノ昌昌ヲ保チ24時闇後封照＝

復セリ．4．5％10cc（縄封量0．459）注入二一テハ

4時聞後ハ機能最モ充進シ8．7％ヲ示ス．8時

間後ハ略塁ナ照二近ク24時闇汁ハ2・8％ノ充進ヲ，

48時聞後ハ3．1％ノ機能充進ヲ示シ，72時聞後

封照二近似セリ．

 10％1cc（維謝量0．19）注入二於テハ注入4時

間後ハ機能最モ充進シ4．8％ヲ示ス．8時闇後

モth 2．2％ノ充進ヲ保チ24時聞後ハ却ツテ2．5％

ノ機能低下ヲ示ス．而シテ48時間後封照二復セ

リ．10％5cc（縄封量0．59）注入二於テハ4時間

後ハ機能最モ充進シ6．3％ヲ示ス。8時間後ハ

却ツテ僅二機能低下ヲ示シ，24時間後ハ3・3％

ノ機能温温ヲ示ス．48時間後モth 2．3％ノ完進

ヲ保チ72時間後ハ封照二復セリ．10％10cc（絶

封量1．09）注入二三テハ4時間後ハ機能充進最

モ顯著＝シテ10．9％ヲ示セリ．8時闇後二於テ

モ爾4．3％ノ充進ヲ保チ24時闇後一塁f雌二近似

セリ．．而シテ48時間後ハ再ビ4．8％ノ機能充進

ヲ示シ96時十七一封照二復セリ．

 細胞ノ形態ニハ二化ヲ認メズ．

第23表  同一濃度同一注入液：量二就キ平均セル成績

孚L酸Ca

溶液濃度
 （o／o）

4．5

tl

t1

10

tl

rl

注入液量

 （cc）

1

5

10

1

5

10

孚L酸Ca

継封量
（g）

O．045

0．225

0．45

O．1

0．5

1．0

封照李均負喰度二封スル百分率ノ増（＋）減（一）

4時間後

 o
十 4．0

十 8．7

十 4．8

十 6．3

十 10．9

8時間後

十 1．4

十 3．1

十 O，9

24時間後i48時間後

一一 O．1

 0
十 2．8

＋ ．22［一

m 1．2 1十

十 4．3 1十

2．5

3．3

0．5

十 O．1

十 1．1

十 3．1

十 O．3

十 2．3

十 4．8

72時畷96時間後

一 O．5

 0
十 1．2

一 O．1

一 O．1

十 1．4

 o
十 O．9

十 10

t iio

蓉105

讐100

 95

第 1 圖

，iN

ノ＼

4・5％ lcc

，i 5cc

e 10cc

ハ＼ご・一一一・一一一・一＿．＿
    、    ＿一一一一一一㎞、一一、＿＿＿           一一一一一一一一一一一一．L．＝＝ ： ：

一
．．．．L一一pt．一．．一

48 24
時  間 e・一h・i）

48 72

（ 1sa ）
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第 2 圖

T iio，

霧 105

貧

蔑100

褒

 95

     10／Oo一 l cc

一一一一一一一・g ，i 5cc

．h．一一一一一一@e lacc
A
ノ、

赫又
           ハの
郷ンO＞メく一こここ ＝＝＝一．

48 24
時  間 →

 之等ノ成績ヲ注入シタル乳酸Caノ糸逼封量ヨ

リ考察スルニ第24表並ビニ第3圖二示スガ如ク

余ノ實験二使用シタル乳酸Ca量ノ範園（1回

注入量1．09以内）二上テハ皮下組織球ノ貧喰機

能ハ注入セルCaノ虚誕量大ナル程充進ノ度著

48 ノ2

＿一幽輌r鞠閏凸』＿』

se

明ナルヲ認メシメタリ．即チ縄到量0．0459注入

二三テハ殆ド影響ナク，維封：量0．1－0・2259二

於テハ4時聞小一最：高ニシテ4．4％ノ機能充進

ヲ示シ8時間後モ2．7％ノ充進ヲ示シ48時間後

封照二復セリ．紹封量0．45－0．59注入二於テ4

第24表  乳酸Ca三二量ヨリ通覧セル成績

孚L酸Ca

絶島騒
 （g）

O．045

11

乳酸Ca
溶液濃
度（％）

4．5

1！

注入液劇 封応長晶晶喰出二面スル百分率ノ増（十）減（一）

（cc）14時間後i8時酬24輔後1・18時醐72時醐96r轍

1

11

o

o

十 O．9

十 1．8

一 ユ．9

十 1．8

十 1．9

一一 1．8

0．045g  概略Zls均
1 o 1＋ i．4 1一 o．i 1＋ o．i

O．1

1！

t！

O．225

t1

1！

10

t／

11

4．5

11

r1

1

t！

11

5

t！

t！

十

十

十

十

十

5．8

4．8

3．7

8．4

0

3．6

十

十

十

十

十

2．9

19
19
2．8

83
1．8

一一 3．8

一一 1．9

一 コ．9

十 O．9

  0

一 O．9

一一一 1．0

一一 1．0

十 28

十 1．9

十 3，7

一 1．8

0．1－O．225g 概略卒均 ＋剣＋2・7ト刺＋・・8

O．45

t！

11

0．5

t／

11

4．5

t1

1／

10

t1

1！

10

11

tl

s

lt

11

十 7．5

十 6．7

十 118

十 7．7

十 4．8

 ．

十

十

十

十

09
0．9

7，3

38
3．8

3．7

十 ユ．9

十 2．8

十 3．6

十 1．0

十 O．9

十 9．2

十 2．8

十 4．8

十 1．8

十 1．O

十 2．8

十 2．7

ol
．．一

@o．gl

一 o・s 1

一一 1．O

  o

十 O．9

十 O．9

十 O．9

 1．8

o1

0．45－0．5g  概略ZP均

1．0

1！

10

t1

10

tl

十

十

十

十

O．9

1．9

0．9

1．O

o

O．9

＋ 7．71一 o．41＋ 3．21＋ 2．71＋ o．6

十143
十 7．5

十 6．7

十 ユ．9

  o

十 09

十 6．7

十 2．8

十 1．9

十 O．9

一一 1．0

十 O．9

o

十 1．9

  0

1．Og  概略4s均
1．＋io・g 1 ＋一一“t3．一j ＋ o．s ，1． ± 4．s 1 ＋ ！．4－1一＋．diJ：o
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時間後ハ最高ニシテ7．7％ノ機能脂汁ヲ示シ8

時間後ハ同封照二復シ24時間二一3・2％ノ急進

ヲ，48時間後ハ2・7％ノ機能充進Z示シ72時台

長照二復セリ．高樹量1．09注入二於テハ4時等

星ハ最高＝シテ10．9％ノ機能充進ヲ示シ8時間

後ハ4．3％ノ充進ヲ示シ24時二二上略封照二近

ク48時聞後ハ4・8％ノ機能充進ヲ示シ96時聞後

樹照二復セリ．

 今貧喰機能＝及ボス影響ヲ時間的二観察スル

ニ概シテ注入4時間後二於テハ機能最モ充進シ

                  第   3

次ヂ8時聞（叉ハ24時半）十二十テ封1照二復シ24

時間（叉ハ48時間）後二二テ再ビ機能充進ヲ示シ

ー定時間後塁ナ照二復セリ．而シテ早喰機能二十

ボス影響ノ持績ハ注入セル孚L酸Ca／1継瞳二

支配サレ居ルヲ認メ得ベシ．帥チ．絶句量0．045g

ノ如キ微量二上テハ殆ド影響ナク，紹封量0．1

一一Z．2259二於テハ48時闇，縄井料0・45－O・59二

於テハ72時聞，維射量1・09二於テハ96時聞以上

ヲ要シタリ．

圖

li薄葬薬ゴ凱

霧95

              48 72 9B48 24
時  悶 →

 蓮績注入實験成績ハ次ノ如シ（第25表及ビ第

4圖参照）．

 4．5％2cc（絶封量0．099）ヲ1日1回宛5日間

連績注入シ総量0．459二達セル場合ノ家兎皮下

網状織内被細胞系ノ墨粒食喰機能ヲ観ルニ實験

第1日乃至第7日目ニハ殆ド憂化ヲ認メズ，只

第9日目ニハ僅二機能低下ヲ示シ第12日目ニハ

僅二機能充進ヲ示セリ．而シテ第15日ニハ謝照

二復セリ．印チ本實験二於テハ殆ド影響ヲ認メ

ズ．

             第25表

 10％孚L酸Ca孝容液：3cc（糸琶塁∫量0。39）ヲ1日1

回宛5日間連績注入シ総量1．59二達セル場合二

於テハ，實駝第；1日目ニハ機能最：モ充進シ4・1

％ヲ示ス。第2日及ビ第3日目ニハ略封照二近

ク，第4日目ニハ僅二機能充進ノ傾向ヲ示シ，

第5日（最終注入後24時間目）ニハ封照二近似セ

リ．第7日目ヨリ僅二機能充進ヲ示シ，第9日

目ニハ2．7％ノ7七賢ヲ，：第12日ニモ僅二機i能充

進ヲ示シ，第15日目ニハ封照二復セリ．

 細胞ノ形態ニハ攣化ヲ認メズ．

乳酸Ca溶液連績注入試験

乳酸Ca
溶液濃
度（％）

4．5

t1

1回
注入
液量
（cc）

2

t／

注射

回数

5

tl

乳酸Ca

総量（9）

O．45

11

家兎膿重
1k9二勤
スル乳酸
Ca量（9）

O．225

t／

4．5％2cc連績注射概略4s均

10

11

3
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 Starkenstein氏ハ諸種ノCa剤二就テ其毒性ヲ

槍シ，i謡物ノ生物二封スル作用ノ程度ハ，其溶

解性叉ハ解離度二亭衡シテ増減スルモノナリト

云フ♂而シデ林氏二依レバ濃化Caト次硝酸Ca

トハ其作用最モ張ク燐酸Caト乳酸Ca 1・ハ比

較的弱シト云フ．我教室二於テ武居氏ハ豊艶貧

喰試験二於テ盤化Ca 10％溶液4ccヲ家兎欝脈

内一興入事シ内樋著ナル副作用ヲ來シ，且ツ墨

粒貧喰試験モ著シク阻擬セラル・ヲ實験セリ．

而シテ余ハ乳酸Ca 10％溶液10ccヲ家兎i EL［lft

内二注入セシモ何等ノ副作用ヲ観ザリキ．印チ

盤化Ca二於テハ毒性弧ク，乳酸Ca二於テ毒性

弱キが如シ．

 動物罷内二Ca溶液ヲ注入シテ皮下組織球ノ

：三密機能ヲ槍備ルモノニ鷲見，臼井爾氏ノ實験

アリ．然レ共面一貧喰機能二及ボス影響ヲ槍索

セルハ猫リ我教室武居氏ノ實験アルノミ．氏ハ

盤1化Ca溶液ヲ唯1回家兎耳静脈内二注入シ其

通粒貧喰機能ヲ槍シ，微：量1．3％1cc二於テハ

何等ノ影響ナク，5％1cc及ビ5965cc二於テハ

約20％ノ充進ヲ示シ，10％4cc二戸テ遠国シク

機能低下（一38％）ヲ示スト云フ．

余ノ溶融報告セル「ブ・一ムCa溶液1回注

入二依ル墨粒貧喰實験二於テモ大略盤化Ca二

類似ノ傾向ヲ示セリ．

 今之等ノ實験τ・余ノ乳酸Ca溶液1回注入二

依ル墨粒貧喰機能實験トヲ比較スルニ，共二微

量ナレパ何等ノ影響ヲ認メズ適量：ナレバ’催進的

二作用スルヲ認メ得ベシ．而シテ盛化Ca及ビ

「プロ e一ムCa四駅テハ注入24時閥後二於テ最：モ

顯著ナル：影響ヲ認メ得ルモ，乳酸Ca二於テハ

注入4時間聖画之ヲ認メシ三八リ．

 Ca溶液ヲ連績注入シテ共皮下網朕織内被細

胞系ノ墨粒貧喰機能ヲ槍セルモノニ武居氏ノ盤

化Ca注入實験並ビご余ノ嚢二報告セル「プロ

eムCa溶液注入實験アリ．今之等ノ實験ト

乳酸Ca溶液連績注入實験トヲ比較スルニ，「プ

ロームCa溶液1回絶謝量0．039（総：量0・159二

及ブ〉連績注入一頻テハ輕度（5．4％）ノ機能充進

ヲ示スモ，乳酸Ca溶液1回維封書0．0459（総

量0，2259二及ブ）連績注入二於テハ何等ノ影響

ヲ認メズ．叉「ブロームCa溶液1回維封量0・39

（総量1．29二及ブ）蓮績注入二於テハ初期著明ノ

機能充進（11．7％）ヲ示シ注射回敷ノ増加二從セ

テ著シキ機能低下（一一 18．0％）ヲ示セルモ，乳酸

Ca溶液1回縄封量0．39（総：量159二及ブ）蓮績

注入二於テハ勝勢第1日ハ最高＝シテ4・1％ノ

機能寸進ヲ示スモ，第2日ヨリ抑制的二作用ス

ル傾向ヲ示ス．邸チ乳酸Ca溶液蓮績注入二於

テハ武居氏ノ盛化Ca及ビ余ノ「ブPt 一一ムCa

連綾注入實験二於ケルが如キ高度ノ機能充進長

喜機能低下ヲ示サズ．

結

 余ハ4・5％及ビ10％ノ乳酸Ca溶液ヲ諸種ノ量

二1回叉直心績注入シ其皮下網が犬織内被細胞系

ノ墨粒貧喰機能二及ボス影響二就テ槍索シ次ノ

如キ結果ヲ得タリ．

 1．45％孚L酸Ca溶液1cc（維i封量：0．0459）1

論

回注入二於テ皮下組織球ノ墨筆貧喰機能ニハ殆

ド影響ヲ認メズ．

 2．10％乳酸Ca溶液1cc（縄樹量。．19）及ビ

4．5％5cc（縄封量0．2259）1回注入二軸テハ4時

闇後ハ機能最モ充進シ4．4％ヲ示ス．8時間後
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ハ2．7％ノ温温ヲ示シ48時間後ハ封照二復セリ．

 3．4．5％乳酸Ca溶液10cc（回議1量0．459）及

ビエ0％5cc（紹糞ナ：量0．59）1回注入二於テハ4

時間後ハ機能面モ充進シ7．7％ヲ示ス．8時聞

三囲略封照二近ク24時間後ハ3．2％ソ充進ヲ示

シ72時聞後i監雛｛二復セリ．

 4．10％孚L酸Ca溶液10cc（縄封量1．09）1回

注入二於テハ4時間後刷最：高＝シテ10．9％ノ機

能充進ヲ示ス．8時聞後ハ4．3％ノ充進ヲ示シ，

24時聞後ハ略i酎照二近ク，48時聞後ハ再ビ4，8

％ノ充進ヲ示シ96時聞後到照二復セリ．

 5．乳酸Ca溶液1回注入一高ケル家兎皮下

網状織内被細胞系ノ墨粒：編出機能＝及ボス影響

ノ持績ハ注入セルCaノ縄流量二支配セラル．

EPチ糸目封量0．1－02259二於テハ24一一一48時間，

三塁f量：0．45一一〇．59二於テハ72時間，縄封：量1。09

二於テハ96時聞ヲ要セリ．而シテ注入4時間後

＝於テ機能最モ充進ヲ示セリ．

 6．4．5％乳酸Ca溶液2cc（誤払：量0・099）ヲ

1日1回宛5日聞事績注入シ総量0・459＝蓬セ

ル場合＝於テハ家兎皮下組織球ノ面喰機能ニハ

殆ド影響ヲ認メズ．

 7．10％乳酸ca溶液3cc（縄封蝋0・39）ヲ1

日1回宛5日聞連績注入シ総量1．59二逡セル場

合二於テハ實験第1日ノミ4．1％ノ機能充進ヲ

示シ，第2日乃至第5日間ハ多少抑制的二作用

スル傾向ヲ示ス．而シテ第9日目＝ハ2．7％ノ

機能充進ヲ示シ第15日目ニハ封照＝復セリ．・

 8．乳酸Ca溶液二二注入＝於テハCaBr2溶

液払出注入實験二於ケルが如キ比較的高度ノ機

能感動叉ハ機能低下ヲ示サズ（EPチ出機能充進

ノ孤弱ク且ツ抑制作用モ亦顯著ナラズ）．

 9．乳酸Ca溶液注入二依ル家兎皮下紐織球

ノ形態＝一ハ著明ナル攣化ヲ認メズ．
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